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Higashikurume City




	庁舎非常用電源（VPP）整備について　　�温室効果ガスの排出抑制には、脱炭素社会の実現に貢献できる実践的、戦略的なエネルギー利用や減災・防災などの視点からも検討が必要です。こうした視点のもと、令和４年度に災害対策の拠点となる市本庁舎において、防災機能の向上と環境負荷の軽減を目的に、VPP機能を有する非常用電源の整備を行います。これは持続可能な社会を目指すSDGsの取組みにも資するもので、令和５年１月からの運用開始を目指しております。�　�【イメージ図】　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

